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	 電波の公平且つ能率的な利用を確保することによって公共の福祉を増進する

ことを目的とする電波法のもと，限られた資源である電波は広く利用されてい

ます。近年、情報通信分野において、周波数のひっ迫を緩和するとともに、新

たな周波数需要に的確に対応するため、未利用の高周波数帯であるテラヘルツ

帯の研究開発が必要とされています。また、電波によるセンシング分野におい

ても、従来利用してきた周波数では観測が困難な対象のセンシングを可能とす

るため、テラヘルツ帯の研究開発が望まれています。 
 
	 このような状況を鑑み、テラヘルツ技術をもとにしたシステム開発を促進し、

早期の社会展開・産業化を実現することを目指し、関連する機関の連携を深め

ながら、新たな技術開発や社会展開に向けた課題検討・政策提案、普及啓発活

動、技術動向やユーザーニーズ動向の調査、研究開発成果をもとにした標準化

活動、検査技術の検討等を通じて、テラヘルツ技術の総合的な推進を図ること

が不可欠です。  
 
以上の趣旨に基づき、今般、「テラヘルツシステム応用推進協議会」を設立し、

我が国のテラヘルツ技術の早期の産業化に向け、総合的な推進に寄与していこ

うとするものです。本協議会の設立に当たっては、経済産業界、学識経験者、

官公庁等の幅広い分野からご参加頂き、テラヘルツシステムの普及に向けて戦

略的に活動していく決意です。 
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